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雨
来
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
と
し
て
皆

様
の
ご
愛
用
を
戴
い
て
お
り
ま
す
が
、

治
療
と
二
面

の
効
果
が
あ
る
こ
と
を

示
し
た
か

っ
た
か
ら
で
し

ょ
う
。

初

の
カ
ー
ボ

ン
の

国
産
化

に
成
功

昭
和
１３
年
５
月
１
目
発
行
の

「
光

と
熱
」

（本
紙
の
前
身
）
紙
上
に
、

待
望
久
し
い
初
の
国
産
医
療
用
カ
ー

ボ
ン
が
斯
界
の
権
威
、
揖
斐
川
電
気

会
社

（
現
イ
ビ
デ
ン
欄
）
と
の
提
携

に
よ
り
遂
に
完
成
し
た
こ
と
を
告
げ

る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

光
線
療
法

の
将
来
性

光
線
療
法
の
将
来
性
は
前
述
し
た

よ
う
に
保
健
、
治
療
の
両
面
か
ら
考

察
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

先
ず
保
健
面
に
果
た
す
光
線
療
法

の
役
割
は
、
文
明
が
日
常
生
活
か
ら

太
陽
を
遠
ざ
け
れ
ば
遠
ざ
け
る
ほ
ど

益
々
重
要
に
な
り
ま
す
。
何
故
な
ら

ば
、
私
た
ち
の
健
康
に
と

っ
て
光
線

を
浴
び
る
こ
と
は
食
事
を
す
る
こ
と

と
同
じ
よ
う
に
必
要
不
可
欠
だ
か
ら

で
す
。
治
療
に
つ
い
て
は
、
光
線
療
法
は

光
線
を
照
射
し
た
際
に
認
め
る
多
様

な
作
用
を
介
し
て
生
体
に
備
わ

っ
た

生
理
機
能
を
賦
活
し
、
自
然
治
癒
力

を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
病
気
を
管

理
、
治
療
す
る
自
然
療
法
で
す
。
そ

の
卓
越
し
た
効
果
は
、
こ
れ
ま
で
に

ご
利
用
頂
い
た
多
く
の
人
々
に
よ

っ

て
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
反
面
、
日

光
浴
を
楽
し
め
る
人
な
ら
副
作
用
を

心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
点
に
関
す
る

一
般
の
認

識
が
深
ま
れ
ば
、
虚
弱
体
質
の
人
を

始
め
、
薬
物
療
法
が
奏
功
し
難
い
慢

性
疾
患
や
高
齢
者
の
老
人
病
な
ど
の

増
加
に
呼
応
し
て
、
今
後
大
い
に
利

用
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
ｃ

お
　
わ
　
り
　
に

サ
ナ
モ
ア
が
生
ま
れ
て
か
ら
既
に

半
世
紀
以
上
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、

サ
ナ
モ
ア
を
ご
利
用
頂
い
た
愛
用
者

各
位
の
ご
協
力
で
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療

法
の
理
解
者
は
以
前
と
比
べ
も
の
に

な
ら
な
い
ほ
ど
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
も

偏
に
皆
様
方
の
お
引
き
立
て
の
賜
と

感
謝
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本

の
光
線
療
法
小
史

「
日
本
」
、
「
日
の
本
」
、
「
日
い
づ

る
国
」
と
我
国
ほ
ど
国
名
と
太
陽

の

縁
が
深

い
国
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
旗

も
太
陽
を
象

っ
た

「
日
の
丸
」
を
用

い
て
い
ま
す
。

古
代
史

の
第

一
頁
に
は

「
日
の
神

様
」
で
在
ら
せ
ら
れ
る
天
照
太
神
が

い
ら

っ
し

ゃ
い
ま
す
。
万
物
は
皆
そ

の
御
恵
み
で
生
き
生
き
と
し
て
い
た

の
で
す
が
、
神
様

の
御
心
を
損
な

っ

た
た
め
に
天
の
岩
戸
に
お
籠
も
り
に

な
り
、
国
中
が
真
暗
闇
に
な

っ
て
し

ま

っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
我
国
は
大
変
太
陽
に

恵
ま
れ
た
国
で
す
が
、
私
た
ち

の
祖

先
が
太
陽
光
線
を
本
格
的
医
療
に
応

用
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
詳
ら
か

で
あ
り
ま
せ
ん
。

近
年
に
至
り
、
我
国
で
人
工
光
線

を
初
め
て
医
療
に
応
用
し
た

の
は
、

明
治
４‐
年
（
１
９
０
８
年
）
に
東
大
皮

膚
科
教
授
、
上
肥
　
慶
造
博
士
が

フ

ィ
ン
ゼ
ン
・
ラ
イ
ン
燈

（
フ
ィ
ン
ゼ

ン

燈
を
小
型
に
改
良
し
た
カ
ー
ボ

ン
ア

ー
ク
燈
）
を
以
て
皮
膚
病

の
治
療
を

行

っ
た
の
を
嗜
矢
と
し
ま
す
。
な
お

紫
外
線

ラ
ン
ブ
は
２
年
後

の
明
治
４３

年
に
同
病
院
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
発
達
し
た
近

代
的
日
光
療
法
は
、
今
世
紀
の
初
頭

に
は
我
国
に
移
入
さ
れ
、
次
第
に
注

目
を
引
く
に
至
り
ま
し
た
。
中
で
も

正
木
　
不
如
丘
博
士
は
、
大
正
１５
年

に
長
野
県
諏
訪
郡
に
目
光
療
法
の
専

門
施
設
と
し
て
富
士
見
高
原
診
療
所

を
開
設
さ
れ
、
主
に
結
核
の
治
療
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
光
線
療
法

研
究
所
を
設
立

宇
都
宮
　
義
真
は
、　
一
般
家
庭
で

使
え
る
軽
便
な
家
庭
用
光
線
治
療
器

の
必
要
性
に
逸
速
く
気
付
き
、
昭
和

７
年
に
東
京
光
線
療
法
研
究
所
を
設

立
、
太
陽
光
に
近
似
し
た
カ
ー
ボ

ン
ア

ー
ク
燈
方
式
の
光
線
治
療
器

「
ア
ナ

ザ
ー
サ
ン
」
（
＞
３

事
Ｒ

∽
三

も
う

一
つ
の
太
陽
）
を
発
売
す
る
と
共
に
、

「
光
線
療
法
提
要
」
を
著
し
て
、
今
日

の
隆
盛

の
基
礎
を
創

っ
た
の
で
す
。

当
時
は
未
だ
国
産
医
療
用
カ
ー
ボ

ン
は
な
く
、

ド
イ

ツ

・
シ
ー
メ
ン
ス

社

の
医
療
用
有
芯
カ
ー
ボ

ン
を
使
用

し
ま
し
た
。

サ
ナ
モ
ア
誕
生

昭
和
１０
年
に
ア
ナ
ザ
ー
サ
ン
か
ら

サ
ナ
モ
ア
に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

こ
の
ち

ょ
っ
と
変
わ

っ
た
サ
ナ
モ
ア
の
意

味
を
尋
ね
ら
れ
る
方

が
時
々
い
ら

っ
し

ゃ

い
ま
す
。
こ
の
言
葉

は
、
一千
都
宮

義
真
が

光
線
療
法

の
啓
蒙
＾

普
及
を
願

っ
て
、
光

線

の
作
用
を
端
的
に

表
そ
う
と
し
て
二

つ

の
英
語
を
組
み
合
わ

せ
た
複
合
語
を
元
に

造

っ
た
造
語
で
す
。

即
ち
サ
ナ
モ
ア
の
サ

ナ
は
サ
ナ
ト
リ
ー

（
Ｓ

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
）

か
ら
と

っ
た
言
葉

で

「
健
康
に
良

い
」
と

「
病
気
を
治
す
」
と

い
う
一
一
つ
の
意
一味
が

あ
り
ま
す
。
モ
ア

（
Ｍ

こ
に
名
実
と
も
に
世

界
に
誇
る
に
た
る
サ

ナ
モ
ア
カ
ー
ボ
ン
が

誕
生
し
た
の
で
す
。

以
来
５０
年
、
常
に

改
良
を
重
ね
、
今
で

は
他
に
類
を
見
な
い

最
高
品
質
の
カ
ー
ボ

ン
と
し
て
皆
様
の
厚

い
信
頼
を
戴
い
て
お

り
ま
す
。

ま
た
サ
ナ
モ
ア
カ

ー
ボ
ン
に
よ
る
光
線

療
法
を
行
う
に
際
し

て
使
用
の
便
を
計
る

た
め
昭
和

１２
年

に

「
光
線
療
法
堤
要
」

を
改
め
、

一
層
詳
細

な

「
病
気
は
光
線
で

治
せ
」
を
発
刊
し
、

昭
和
１６
年
に
は

一
部

Ｏ
Ｒ
Ｅ
）
は

一
層
と
い
う
意
味
で
す
。

従

っ
て
、

サ
ナ
モ
ア
を

ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
で
書
く
と
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ

と
な
り
ま
す
。

宇
都
宮
　
義
真
が
サ
ナ
モ
ア
を
光

線
治
療
器
の
商
標
と
し
た
意
図
は
、

光
線
療
法
に
は
健
康
増
進
と
病
気

の

改
訂
し
て

「
光
線
医
学
」
を
刊
行
し

ま
し
た
。
現
在
は
昭
和
３３
年
に
全
面

改
訂
し
た

「光
線
療
法
学
」
を
ご
利

用
戴

い
て
い
ま
す
が
、
今
春

に
は

新
し
く
増
補
改
訂
版
を
出
す
予
定

で
す
。
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光
線

の
い
ろ
い
ろ

光
線
と
は
明
る
く
て
物
が
見
え
る

光
、
即
ち
可
視
光
線
だ
け
と
思

っ
て

い
る
人
が
い
ま
す
が
、
光
線
に
は
赤

外
線
や
紫
外
線
の
よ
う
に
日
に
見
え

な
い
不
可
視
光
線
も
あ
り
ま
す
。

太
陽
光
線
に
は
赤
外
線
と
可
視
光

線
と
紫
外
線
の
二
種
の
光
線
が
混
合

し
て
い
ま
す
が
、
大
部
分
は
赤
外
線

で
可
視
光
線
は
約
２０
％
で
紫
外
線
は

僅
か
に
５
％
以
下
で
す
。

赤
外
線
は
温
く
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、

普
通
の
熱
と
異
な
る
点
は
熱
そ
の
も

の
で
は
な
く
、
物
体
に
吸
収
さ
れ
て

始
め
て
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
化
す
る

点
に
あ
り
ま
す
。

紫
外
線
は
全
く
熱
作
用
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
光
化
学
作
用
の

一
番
強
い

光
線
で
す
。

可
視
光
線
は
目
に
見
え
る
光
で
、

虹
の
七
色
に
分
け
ら
れ
、
熱
作
用
と

化
学
作
用
が
あ
り
ま
す
。

光
線
に
は
何
万
種
類
も
の
波
長
が

あ
り
、
作
用
も
違
い
ま
す
が
、
速
力

は
同
じ
で

一
秒
間
に
三
十
万
キ
ロ
メ

ー
タ
ー

（地
球
七
周
半
）
で
す
。

〃
万
病
に
効
く
″

日
光
が
万
病
に
効
く
の
は
、
太
陽

光
線

の
中
に
紫
外
線
、
可
視
線
、
赤

外
線
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

医
学
博
士
　
長
橋
　
正
直

光
線
は
物
を

つ
く
る

生
物
は
今
か
ら
何
億
年
も
前
に
、

太
陽
光
線
の
作
用
で
海
水
中
に
生
じ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
光
線
に

は
自
然
界
に
不
可
欠
な
い
ろ
い
ろ
な

物
質
を
合
成
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
植
物
は
、
葉
緑
素
が
太
陽

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
し
、
炭
酸
ガ
ス

と
水
か
ら
酸
素
と
炭
水
化
物
を

つ
く

る
光
合
成
を
営
み
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
類
脂
肪
体
の
エ
ル

．コ
ス
テ
リ
ン
と
光
線
が
化
合
し
て
で

き
る
こ
と
を
発
見
し
、
合
成
法
を
完

成
し
た
ド
イ
ツ
の
ウ
ィ
ン
ダ
ウ
ス
教

授
は
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

″
自
然

の
強
壮
剤
〃

日
光
と
言
う
も

の
が
我
々
が
生
き

て
行
く
上
に
ど
れ
程
必
要
で
あ
る
か

と
い
う
こ
と
を
意
識
せ
ず
、
ま
た
自

然

の
与
え
た
強
壮
剤
を
利
用
す
る
こ

と
な
く
、
医
薬

の
み
に
す
が

っ
て
悶

々
と
し
て
い
る
患
者
は
決
し
て
少
な

く
な
い
。

医
学
博
士
　
小
酒
井
　
不
木

光
線
は

エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る

日
光
と
空
気
と
水
と
食
物
は
健
康

の
四
大
要
素
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

何
れ
も
外
見
が
余
に
も
平
凡
な
た
め

に
、
却

っ
て
人
々
は
そ
の
偉
大
な
恩

恵
に
気
付
か
な
い
の
で
す
。

空
気
は
手
に
と
れ
ず
目
に
も
見
え

ま
せ
ん
が
、
嵐
に
な
れ
ば
大
き
な
家

で
も
吹
き
飛
ば
す
力
が
あ
り
ま
す
。

日
光
も
温
和
そ
の
も
の
の
様
に
見
え

ま
す
が
、
レ
ン
ズ
で
集
光
す
れ
ば
火

を
発
す
る
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
に

蔵
し
て
い
ま
す
。

こ
の
光
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
、

化
学
作
用
と
熱
作
用
と
い
う
二
つ
の

大
き
な
物
理
学
的
特
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
保
健
や
病
気
の
治
療
に
応
用

し
た
の
が
光
線
療
法
で
す
。

″
皮
膚

の
パ

ン
″

日
光
は
皮
膚
の
パ
ン
で
あ
る
。
吾

人
は
消
化
器
か
ら
飲
食
物
と
、
肺
か

ら
空
気
を
摂
取
す
る
如
く
、
皮
膚
か

ら
目
光
の
パ
ン
を
摂
取
し
な
け
れ
ば

生
活
し
得
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
医
学
博
士
　
西
山
　
義
方

〃
人

工

光

線
〃

強
力
な
炭
素
孤
光
燈
（
サ
ナ
モ
ア
）

は
太
陽
と
同
じ
連
続

ス
ペ
ク
ト
ル
を

出
す
の
で
、
他
の
人
工
を
も

っ
て
自

然
に
代
え
ん
と
す
る
も
つ
の
様
に
価

値
の
な
い
も
の
で
な
い
。
自
然
の
大

陽
光
線
に
比
し
て
、
如
何
な
る
時
に

も
使
用
し
得
る
点
に
於
て
優

っ
て
い

る
。

医
学
博
士
　
一呂
木
　
逸
雄

「
健
康
と
光
線
」

昭
和
２６
年
４
月
発
行

―
光
線
の
話
―

よ
り
要
約
し
た
。

宇都宮 義真

<><)<><){><}<XX>*<X){><><>

の 話
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（
こ
）
れ
ま
で
に
も
繰
り
返
し
述
べ

た
如
く
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
紫
外
線
照

射
に
よ
り
皮
膚
で
生
合
成
さ
れ
る
た

め
、
そ
の
他
の
ビ
タ
ミ
ン
の
様
に
体

内
で
は
生
合
成
さ
れ
な
い
必
須
栄
養

素
と
は
異
な
る
が
、
も
し
仮
に
紫
外

線
照
射
を
受
け
な
い
と
し
た
ら
、
食

品
か
ら
摂
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
ビ
タ
ミ
ン
と
し
て
の
性
質
を
持

つ
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
北
極
圏
に
住
む
エ
ス
キ
モ

ー
に
と

っ
て
、
例
年
半
年
間
は
紫
外

線
を
浴
び
な
い
生
活
が
続
く
の
で
、

こ
の
間
は
食
品
か
ら
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を

摂
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
ヒ
ト
が

全
く
紫
外
線
を
浴
び
な
い
と
仮
定
し

た
場
合
に
、
健
康
を
維
持
し
正
常
な

機
能
を
営
む
た
め
に
要
す
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
の
最
少
必
要
量
は
ど
れ
く
ら
い

か
、
ま
た
如
何
な
る
食
事
で
補
え
る

の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
関

し
て
は
、　
一
応
の
目
安
は
あ
る
が
未

だ
完
全
に
は
解
決
し
て
い
な
い
。

×
　
　
　
　
　
　
×

　

　

　

　

　

×

（
一
）
般
的
に
ビ
タ
ミ
ン
の
必
要
量

は
、
先
ず
ビ
タ
ミ
ン
欠
乏
食
で
動
物

を
飼
育
し
て
欠
乏
症
を
作
成
し
、
次

に

一
定
期
間
ビ
タ
ミ
ン
を
与
え
て
ビ

タ
ミ
ン
欠
乏
症
が
認
め
ら
れ
な
く
な

る
量
を
決
め
、
こ
れ
を
最
少
必
要
量

と
す
る
。
次
い
で
ビ
タ
ミ
ン
投
与
量

を
増
し
て
ゆ
き
、
尿
中
排
泄
の
臨
界

点
、
即
ち
投
与
量
を
増
や
し
て
も
排

泄
量
が
増
え
な
い
点
を
飽
和
量
と
し

て
所
要
量
を
決
定
し
て
い
る
。
そ
の

上
、
水
溶
性
の
ビ
タ
ミ
ン

（
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
群
や
Ｃ
な
ど
）
は
過
剰
に
摂
取

し
て
も
尿
中
に
排
泄
さ
れ
て
し
ま
い
、

重
症
な
中
毒
症
状
を
伴
う
こ
と
は
ま

ず
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
ｃ

然
る
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
体
内
で
生

合
成
さ
れ
る
量
の
測
定
が
難
し
い
こ

と
に
加
え
て
、
僅
か
に
糞
便
中
に
排

泄
さ
れ
る
だ
け
で
尿
中
に
は
殆
ど
排

泄
さ
れ
ず
、
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
の
た

め
体
内
に
蓄
積
さ
れ
、
日
か
ら
取
り

過
ぎ
る
と
過
剰
症
を
起
こ
す
な
ど
、

飽
和
量
を
求
め
る
こ
と
は
極
め
て
困

難
で
あ
る
。
こ
の
た
め
便
宜
的
に
最

少
必
要
量
に
安
全
率
を
か
け
て
所
要

量
と
し
て
い
る
。

×
　
　
　
　
　
×

（
現
）
在
ビ
イ

ミ

ン
Ｄ

（抗

ク
ル
病

因
子
）

の
国
際
単

位

（
Ｉ
Ｕ
）
は
、

乳
離
れ
直
後

の
雄

の
ラ

ッ
ト

（体
重

約
５０

ｇ
前
後
）
を

ク
ル
病
食

（
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
粉
７６
％
、

小
麦
グ

ル
テ
ン
２６

％
、
炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
３
％
、
塩
化

ナ
ト
リ
ウ
ム

一
％
、

水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン

”
％
）
で
３
週
間

30

飼
育
し
て
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
欠
乏
ラ
ッ
ト

を
作
り
、
こ
の
ラ
ッ
ト
に
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
の
結
品
ま
た
は
試
料
を
ｍ

ｍｌ
の
綿

実
油
に
溶
か
し
て
直
接
胃
内
に

一
回

投
与
し
て
７
日
後
に
解
剖
し
、
骨
端

軟
骨
部
の
石
灰
化
の
程
度
を
観
察
す

る
ラ
イ
ン
テ
ス
ト

（〓
い
ｏ
オ
∽
し

法
と
呼
ぶ
試
験
法
に
よ

っ
て
決
め
て

い
る
。
な
お
対
照
群
の
ラ
ッ
ト
に
は

綿
実
油
の
み
を
投
与
す
る
ｃ

こ
の
試
験
法
を
用
い
て
骨
端
軟
骨

部
切
断
面
の
石
灰
化
を
調
べ
る
と
、

対
照
群
で
は
全
く
石
灰
化
を
認
め
な

い
が
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
投
与
群
で
は
投

与
量
を
増
す
こ
と
に
よ
り
石
灰
沈
着

が
比
例
的
に
増
加
す
る
．
即
ち
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
〓

・
●
二
五
縄
で
石
灰
化
が
始

ま
り
、
●
・
一
化
骨
端
部
を
横
断
す
る

石
灰
化
を
認
め
、
０

上
二
μｇ
ま
で
は
石

灰
化
が
促
進
す
る
。
こ
の
成
績
か
ら
Ｗ

Ｈ
Ｏ
（世
界
保
健
機
構
）
は
、
結
晶
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
Ｏ

・
０
二
五

μｇ
の
活
性
を

ｌ
Ｉ
Ｕ
と
定
め
た
の
で
あ
る
。
従

っ

て
、
Ｏ
。
一
化
は
４
Ｉ
Ｕ
、
ｌ
μｇ
は
４０
Ｉ

Ｕ
、
ｌ

ｇ
は
四
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
万
１
Ｕ
に

相
当
す
る
。

×
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
×

（
と
）
こ
ろ
で
ヒ
ト
は
ど
れ
く
ら
い

の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
摂
取
す
れ
ば
欠
乏

症
を
防
ぎ
、
し
か
も
過
剰
症
を
起
こ

さ
ず
に
健
康
を
維
持
で
き
る
の
で
あ

ろ
う
か
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
各

国
で
日
照
条
件
や
生
活
環
境
が
異
な

る
せ
い
も
あ

っ
て
種
々
の
見
解
が
あ

っ
た
。
本
邦
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
所
要
量

は
、
昭
和
５４
年
に
厚
生
省
が
発
表
し

た
日
本
人
栄
養
所
要
量
表
に
記
載
さ

れ
て
い
る
が
、　
一
九
七
〇
年
に
Ｗ
Ｈ

Ｏ
が
定
め
た
値
に
準
じ
て
決
め
ら
れ

て
い
る
ｃ

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
１
日
当
た
り
の
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
所
要
量
を
、
出
生
か
ら
６
歳
ま

で
四
３
●
Ｉ
Ｕ

（厚
生
省
は
出
生
か

ら
５
歳
ま
で
）
、
７
歳
以
上

一
〇
〇
Ｉ

Ｕ

（厚
生
省
は
６
歳
以
上
）、
妊
婦
、

授
乳
婦
四
〇
〇
Ｉ
Ｕ

（厚
生
省
は
妊

婦
前
半
期
、
妊
娠
後
半
期
、
授
乳
期

に
は
加
量
と
し
て
三
〇
〇
Ｉ
Ｕ
を
加

え
る
）
と
し
た
。

こ
の
数
値
は
欠
乏
症
の
予
防
も
然

る
事
な
が
ら
、
過
剰
症
を
起
こ
さ
な

い
安
全
量
に
対
す
る
配
慮
が
な
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
育
児
用
の
調
製
粉

乳
に
は
、
く
る
病
を
防
ぐ
た
め
四
〇
〇

―
六
二
五
Ｉ
Ｕ
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
添

加
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
乳
幼
児
が

ど
の
程
度
光
線
を
浴
び
た
か
は
著
し

い
個
人
差
が
あ
り
、
従

っ
て
体
内
に

あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
量
も
各
々
異
な

る
。
そ
れ
故
、
過
剰
症
を
生
じ
る
危

険
性
の
な
い
量
で
基
準
値
は
決
め
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｘ
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
×

（最
）
近
、
健
康
の
た
め
各
種
の
ビ

タ
ミ
ン
剤
を
愛
用
す
る
人
が
増
え
て

い
る
が
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
に
関
す
る
限

り
、
自
分
の
判
断
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
剤

を
飲
む
こ
と
は
絶
対
に
し
て
は
な
ら

な
い
。
過
剰
に
摂
取
し
過
ぎ
る
と
重

大
な
弊
害
を
も
た
ら
す

（
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
過
剰
症
）
危
険
が
あ
る
。

×

　

　

　

　

　

　

×
　
　

　

　
　

　

Ｘ

（食
）
品

の
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
含
有
量

に
つ
い
て
補
足
し
て
お
こ
う
。
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
は
植
物
性
食
品
に
は
全
く
含

ま
れ
て
お
ら
ず
、
動
物
性
食
品
も
ご

く

一
部
の
食
肉
を
除
く
と
殆
ど
含
ま

れ
て
い
な
い
た
め
、
食
物
中
の
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
だ
け
で
必
要
量
を
満
た
す
の

は
容
易
で
は
な
い
。

新
鮮
食
品

一
〇
〇

ｇ
中
の
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
含
有
量
を
参
考
の
た
め
表
に
示

し
た
。
因
に
母
乳
に
含
ま
れ
る
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
は
僅
か
５
Ｉ
Ｕ
で
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
を
添
加
す
る
前
の
牛
乳
は
２
Ｉ

Ｕ
で
し
か
な
い
。

りヽ

　

×

　

　

　

　

　

×

　

　

　

　

　

×

（
こ
）
れ
ま
で
再
三
述
べ
た
如
く
、

自
然
の
摂
理
に
従

っ
て
紫
外
線
の
助

け
を
借
り
て
皮
膚
で
生
合
成
し
て
い

れ
ば
、
絶
対
に
過
剰
症
を
起
こ
さ
な

い
。
反
面
、
皮
膚
に
於
け
る
産
生
量

は
未
だ
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
母

乳
が
殆
ど
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
含
ま
な
い

の
に
時
々
目
光
浴
を
さ
せ
て
貫

っ
て

い
る
乳
幼
児
は
決
し
て
く
る
病
に
か

か
ら
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
生

体
に
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
必
要
量
を

い
と
も
簡
単
に
合
成
す
る
能
力
が
あ

Ｚ

Ｏ

。

ビタ ミン Dの作用 □

そ の 29

新鮮食品 100g中 のビタミンD含有量

(科学技術庁資源調査会編)

医 学 博 士

宇都宮
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ウエノ光線療法

上野  貞

患
者
は
７２
歳
に
な
る
男
性
で
す
。

本
例
は
昭
和
６０
年
１０
月
に
喉
頭
癌

と
診
断
さ
れ
ま
し
た
が
、　
一
般
状
態

が
手
術
に
耐
え
な
い
と
の
判
断
か
ら

放
射
線
療
法
を

一
昨
年
の
３
月

（
２５

回
）
と
５
月

（
１２
同
）
に
受
け
て
い

ま
す
。
な
お
癌
の
診
断
を
下
さ
れ
て

か
ら
此
の
方
、
娘
さ
ん
の
す
す
め
で

病
院
の
治
療
に
併
用
し
て
光
線
療
法

を
始
め
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
約

２
年
間
続
け
て
い
ま
す
。
光
線
療
法

は
、
喉
は
サ
ナ
モ
ア
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
、

喉
以
外
は
サ
ナ
モ
ア
Ａ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン

を
主
に
使
用
し
、
喉
は
集
光
１
号
を

使
い
、
正
面
１０
分
、
両
横
お
よ
び
後

，
， ）
）↓ヽ
〉
，
一・）一メ一メ一́
〉〉
〉サ）
一

方
か
ら
各
５
分
、
他
に
腹
、
膝
、
足

裏
、
腰
、
背
各
５
分
、
出
来
る
だ
け

朝
夕
２
回
照
射
す
る
よ
う
指
示
し
て

お
り
ま
し
た
。
患
者
は
ほ
ば
週
に

一

回
の
割
合
で
治
療
か
た
が
た
経
過
を

見
せ
に
来
所
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
の
秋
口
ま
で
は
大
変
に
順
調
に
経

過
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
１０
月
末
に
、
左
耳
後
下

方
の
頸
部
に
約
１
セ
ン
チ
×
２
セ
ン

チ
位
の
硬
い
も
の
が
腫
瘤
状
に
盛
り

上
が

っ
て
い
る
の
に
気
付
い
た
の
で

す
。
そ
こ
で
従
来
の
治
療
に
加
え
て

患
部

ヘ
サ
ナ
モ
ア
Ｃ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
を

使

っ
て
、
集
光
１
号
で
１０
分
、
集
光

２
号
で
１５
分
、
朝
夕
照
射
す
る
よ
う

に
指
示
し
ま
し
た
。
し
か
し
照
射
に

伴

っ
て
患
部
に
痛
み
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
２
、
３
回
治
療
し
た
と
こ
ろ

で
サ
ナ
モ
ア
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
に
変
え

て
お
り
ま
す
。

当
初
は
回
り
に
小
さ
な
イ
ボ
の
様

な
も
の
が
、
５
、
６
個
あ
り
ま
し
た

が
、
２
週
目
に
は
す

っ
か
り
無
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
腫
瘤
の
表
面
は

褐
色
に
変
わ
り
、
大
き
さ
は
約
２
セ

ン
チ
×
３
セ
ン
チ
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
小
さ
な
穴
か
ら
膿
の
よ
う
な
汁

が
出
始
め
、
３
週
目
に
は
ガ
ー
ゼ
に

付
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
継
続
治
療
中
で
す
の
で
、
今

後
の
経
過
は
後
日
お
知
ら
せ
致
し
ま

現
在
、
最
も
治
療
の
難
し
い
病
気
は
恐
ら
く
癌

（が
ん
）
で
し
ょ
う
。
中
で
も
早

期
手
術
の
時
期
を
失
し
た
場
合
に
は
、
今
な
お
確
実
に
有
効
な
治
療
法
は
知
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
り
、

実
際
に
癌
の
治
療
に
併
用
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
サ
ナ
モ
ア
は
癌
に
伴
う
症

状
を
緩
和
し
て
幾
ば
く
か
で
も
苦
痛
を
和
ら
げ
ま
す
し
、
忌
む
べ
き
副
作
用
も
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
多
少
な
り
と
も
役
に
立

つ
こ
と
を
願

っ
て
ご
使
用
頂
い
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
二
症
例
を
報
告
し
ま
す
が
、
症
例
１
は
昨
年
１
月
の
本
紙

（
ｍ
２４４
）
に
掲

載
し
た
症
例
の
そ
の
後
の
経
過
報
告
で
す
。

☆
ギ

ッ
ク
リ
腰

広
島
県
大
竹
市
　
杉
本

れ
た
と
思

っ
て
井
川
先
生
の
所

ヘ

い
っ
て
み
て
は
と
勧
め
ら
れ
、
半

信
半
疑
で
伺

っ
て
み
ま
し
た
。

井
川
先
生
か
ら
は
大
変
懇
切
に

指
導
を
受
け
サ
ナ
モ
ア
の
治
療
を

し
て
頂
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
初
め

て
な
の
に
て
き
め
ん
に
効
果
が
現

れ
、
治
療
が
終
わ

っ
た
時
に
は
足

サナモアカーボンの類似品にご注意下さを`

サ
ナ
モ
ア
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
は
、
そ
の
使
用
法
を

書
い
た
著
書

「
光
線
療
法
学
」
と
も
ど
も
愛
用
者
各
位
の
御
信

頼
を
頂
き
、
全
国
津
々
浦
々
ま
で
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
ま

す
こ
と
は
、
皆
様
方
よ
く
ご
存
知
じ
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
他
社
製
カ
ー
ボ
ン
に

「
光
線
療
法
学
」
を
セ
ッ
ト

し
た
り
、
サ
ナ
モ
ア
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
と
効
果
が
同
じ
と
い
う
根
も
葉

も
な
い
う
た
い
文
句
で
互
換
表
を
添
付
し
て
販
売
し
て
い
る
業

者
が
い
ま
す
。
も
と
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
道
理
に
も
と
る
行
為

を
す
る
者
が
何
時
の
世
に
も
い
ま
す
が
、
当
研
究
所
と
し
て
は

他
社
製
カ
ー
ボ
ン
を
使
用
し
た
場
合
の
効
果
に
つ
い
て

一
切
の

責
任
は
も
て
ま
せ
ん
の
で
呉
々
も
ご
注
意
下
さ
い
。

（
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ
ン
に
は
、
製
造
元
イ
ビ
デ
ン
株
式
会
社

の
商
標
Ｉ
Ｂ
Ｉ
の
マ
ー
ク
が
必
ず

つ
い
て
い
ま
す
。
）

東
京
光
線
療
法
研
究
所

す
。

同

「
肺
　
　
癌

患
者
は
６８
歳
の
男
性
で
す
。

肺
癌
の
診
断
で
人
院
じ
化
学
療
法

を
受
け
て
い
ま
す
。
本
例
は
退
院
し

て
か
ら
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
希
望

し
て
来
ら
れ
た
方
で
す
。
な
お
来
所

時
の
主
訴
は
、
胸
痛
と
入
院
中
に
受

け
た
点
滴
で
手
が
し
び
れ
て
上
に
上

ま
た
、
老
人
性
皮
膚
そ
う
よ
う

症
と
申
し
ま
す
か
、
両
足
の
膝
下

の
外
側
に
カ
ユ
ミ
が
出
て
、
か
け

ば
か
く
ほ
ど
段
々
拡
が

っ
て
ゆ
き

薬
を
塗

っ
て
は
見
ま
し
た
が
効
果

は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

″
光
線
得
た
り
″
と
照
射
し
て
み

ま
す
と
左
足
は
全
く
跡
も
残
ら
ず

が
ら
な
い
こ
と
で
す
。

光
線
療
法
は
サ
ナ
モ
ア
Ａ
Ｄ
カ
ー

ボ
ン
を
使
用
し
、
腹
部
、
膝
、
足
裏
、

腰
、
背
各
５
分
、
右
肺
患
部
に
集
光

１
号
で
５
分
、
喉
頭
部
５
分
、
朝
夕

２
回
照
射
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

三
カ
月
後
に
は
胸
の
痛
み
が
な
く
な

り
、
手
の
し
び
れ
も
次
第
に
よ
く
な

っ
て
い
ま
す
。

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
を
始
め
て
か

ら
の
体
調
は
大
変
に
よ
く
、
１
カ
月

に
１
度
は
経
過
観
察
の
た
め
来
所
し

し
て
い
ま
す
。

一］３． 戸̈
中賊囃叶『叫『注油鈍一

¨
　

投
稿
の
お
願
い

¨
　

．愛
用
者
だ
よ
り
を
募
集
し
て

一
０
年
十
ち

一ト
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８
妄

婁

葦

釜
ｘ⇔ｘ⇔ｘ惹

山

口
県
岩
国
市

の
井
川
先
生
の

ご
紹
介

で
サ
ナ
モ
ア
を
愛
用
さ
せ

て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

七
十
才

に
な
る
私

で
す
が
、
昨

年

の
正
月
三
日
よ
リ
ギ

ッ
ク
リ
腰

に
な
り
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
外
科
医

は
も
と
よ
り
、
あ
ん
ま
、
ハ
リ
の
施

術
を
う
け
ま
し
た
が
結
果
は
あ
ま

り
お
も
わ
し
く
な
く
、
毎
日
痛

い

痛

い
と
困
惑
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
折
り
私
方

に
永
年
勤
め
に

来
て
く
れ
て
い
る
山
田
さ
ん
と
言

う
婦
人
の
方
よ
り

一
度
だ
け
編
さ

楽

に
ズ
ボ

ン
が
は
け
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

思
い
も
よ
ら
ぬ
事
な
の
で
嬉
し

く
て
、
内
心
サ
ナ
モ
ア
の
偉
大
な

る
効
果
に
た
だ
た
だ
感
心
し
て
お

り
ま
し
た
。

そ
の
後
三
回
目
の
治
療

の
折
り
、

先
生
に
サ
ナ
モ
ア
を
お
願

い
し
て

手
に
入
れ
、
以
来
毎
日
家
庭

で
の

治
療
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
現
在

で
は
あ
れ
ほ
ど
頑
固
だ

っ
た
ギ

ッ

ク
リ
腰
も
、
も
う
少
し
で
全
快
と

も

い
え
る
位

に
な
り
ま
し
た
。

右
足
も
今
少
し
で
、
か
く
と
白
い

粉
が
出
る
部
分
が
親
指
位
に
縮
小

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
の
お

蔭
と
心
か
ら
有
り
難
く
感
謝
致
し

て
お
り
ま
す
。

七
十
才
に
な
る
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

ニ
名
に
、
ま
た
、
広
島
市
に
嫁
い

で
い
る
娘
宅
に
も
サ
ナ
モ
ア
を
紹

介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
大
変
喜
ば
れ
て

お
り
ま
す
。

遅
く
な
り
ま
し
た
が
近
況
を
報

告
い
た
し
ま
す
。

一肩
凝
り
と
は
、
首
筋
か
ら
一肩
、
背
中
に
か
け
て
筋
肉

が
こ
わ
張

っ
て
、
重
苦
し
く
感
じ
た
り
、
鈍
い
痛
み
を

感
じ
た
り
す
る
状
態
を
言
う
こ
と
は
御
存
じ
の
通
り
で

す
。
従

っ
て
、
病
名
と
言
う
よ
り
寧
ろ
症
状
名
で
す
。

一月
凝
り
を
起
こ
す
原
因
は
多
種
多
様
で
、
過
労
、　
ス
ト

レ
ス
、
不
自
然
な
姿
勢
、
日
の
使
い
過
ぎ
、
頸
椎
の
病

気
、
血
圧
の
異
常
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
た
ま
た
ま
前
日
、
海
渡
両
先
生
の
治
験
例
が
、

一肩
凝
り
を
主
訴
と
し
た
症
例
で
し
た
の
で
纏
め
て
掲
載

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

後
に
サ
ナ
モ
ア
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
で
両

乳
房
に
１
号
集
光
器
を
使
用
し
て
各

３０
‐
４０
分
照
射
し
ま
し
た
。

初
回
の
治
療
で
と
て
も
楽
に
な
り
、

２
回
日
、
３
回
目
は
照
射
時
間
も
短

時
間
で
済
み
ま
し
た
。
乳
房
の
凝
り

が
な
く
な
る
に
連
れ
て
首
筋
か
ら
一肩

の
凝
り
や
痛
み
を
忘
れ
る
よ
う
に
な

り
、
身
体
全
体
が
軽
く
す

っ
き
り
し

て
笑
顔
も
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

明
日
か
ら
は
ば
り
ば
り
仕
事
が
で
き

る
と
喜
ん
で
帰
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

一
「
『
畔
疇
剛
獅

（
桜
】
旺
以
「
圧
０
一

一
三

患
者
は
４５
歳
の
男
性
で
す
。

三
カ
月
前
よ
り
首
筋
か
ら
背
、
一肩

に
か
け
て
酷
く
こ
わ
張

っ
た
感
じ
が

あ
り
、
首
は
左
右
ど
ち
ら
に
動
か
し

て
も
痛
み
を
感
じ
る
た
め
、
病
院
、

指
圧
、
針
灸
と
色
々
変
え
て
治
療
を

受
け
ま
し
た
が
中
々
よ
く
な
ら
ず
、

仕
事
も
手
に
つ
か
な
く
て
困

っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
話
を
友
人
に
し
ま
し

た
ら
、
光
線
治
療
を
す
れ
ば
き

っ
と

良
く
な
る
と
す
す
め
ら
れ
、
当
院
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
既
往
歴
に
思
い
あ
た
る
原
因

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
整
形
外
科
で
も

検
査
上
は
ど
こ
に
も
特
別
な
異
常
は

認
め
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
以
前
か
ら
血
圧
が
高
め
で
、
本

態
性
高
血
圧
症

（
最
も
多
い
高
血
圧

症
で
遺
伝
傾
向
が
あ
る
が
原
因
は
よ

く
分
か

っ
て
い
な
い
）
と
診
断
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
今
回

症
状
を
起
こ
し
た
誘
因
に
高
血
圧
が

関
係
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

前
田
光
線
治
療
所

一則
田

　

ミヽ
サ

患
者
は
５５
歳
の
女
性
で
、
職
業
は

生
花
教
師

で
す
。

こ
れ
迄
に
も
反
復
し
て
肩
凝
り
を

起

こ
し
ま
し
た
が
、
２
、
３
同
按
摩

や

マ
ッ
サ
ー
ジ
に
か
か
る
と
す

っ
き

り
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
回
は

８
日
間
治
療
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
凝

り
も
痛
み
も
と
れ
な
い
た
め
仕
事
が

手
に
つ
か
な
い
と
来
所
さ
れ
ま
し
た
。

来
所
時
、
眉
が
凝

っ
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
乳
房
も
両
方
と
も
こ
ち
こ

ち
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

光
線
療
法
は
サ
ナ
モ
ア
Ａ
Ｂ
カ
ー

ボ
ン
を
使

っ
て
、
足
裏
、
足
首
、
膝
、

腰
、
背
、
一肩
前
後
、
後
頭
部
、
肘
に

気
持
ち
の
良
い
あ
い
だ
照
射
し
、
そ
の

院

分 か 月工 ~F 器 器  1    辺玉 こ  つ 馬区 る
そ
｀
ら 門 腹
V Vボ

こ べ こ て 使 た 当
の 顔 各 5部 各 10ン の る で い し め 院
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｀
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★
病

気

の
原

因
に

つ
い

て

病
気
の
原
因
に
は

「
外
囚
」
と

「内
因
」
が
あ
り
ま
す
が
、
と
も
す

れ
ば
「
外
国
」
が
重
視
さ
れ
勝
で
す
。

し
か
し
罹
患
、
発
病
に
は
患
者
側
の

因
子
、
即
ち
「
内
因
」
が
大
き
く
関
わ

ば
治
る
、
と
る
に
足
り
な
い
病
気
に

な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
鶏
卵

一
個
の

殻
に
は
約
２

ｇ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
あ

り
ま
す
か
ら
、　
一
日
の
必
要
量
は
卵

殻

一
つ
で
十
分
に
補
え
ま
す
。
し
か

し
実
際
に
骨
が
病
的
に
脆
く
な
る
主

要
な
原
因
は
内
困
に
あ
り
ま
す
。
即

ち
日
光
を
浴
び
る
機
会
が
減

っ
た
た

め
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
欠
乏
す
る
結
果
、

食
事
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
吸
収
、
利

用
す
る
上
で
必
須
な
働
き
を
す
る
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
依
存
性
カ
ル
シ
ウ
ム
結
合

蛋
白
が
不
足

（
内
因
）
し
、
幾
ら
カ

ル
シ
ウ
ム
を
摂

っ
て
も
利
用
で
き
ず

に
便
中
に
排
泄
し
て
し
ま
う

の
で

す
。要
す
る
に
病
気
の
真
の
原
因
は
、

寧
ろ

「
外
因
」
よ
り

「
内
因
」
に
あ

り
ま
す
。
光
線
療
法
が
健
康
面
の
み

な
ら
ず
殆
ど
万
病
に
対
し
て
有
効
に

作
用
す
る
の
は
、
内
因
に
働
い
て
身

体
の
力
を
高
め
る
か
ら
で
あ
り
、
蓋

じ
真
に
不
可
思
議
な
人
体
工
場
の
原

動
力
は
光
線
な
の
で
す
。

★
病
気
を
治
す
自
然
治
癒
力

今
か
ら
約
二
千
五
百
年
前
に
ギ
リ

シ
ャ
に
生
ま
れ
た
医
聖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ

ス
が
、

「
身
体
の
中
に
あ
る
自
然
の

治
癒
力
」
を
働
か
す
に
は
、
食
物
、

日
光
、
水
、
空
気
、
休
息
と
い
っ
た

養
生
法
に
意
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
説
き
ま
し
た
が
、
病
気
を
治

療
す
る
上

で
真
髄
を
鋭
く
突

い
た
至

言
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ

自
然

の
理
に
適

っ
て
い
ま
す
。

誰
も

が
知
ら
ぬ
間

に
病
気

に
罹

り
、
知
ら
ぬ
間
に
治

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
発
病
し
た
場
合
も
、
病
気

の
軽

重
を
問
わ
ず
、
治
る
過
程
に
各
人

の

自
然
治
癒
力
が
悉

く

関

わ

っ
て
お

り
、
自
然
治
癒
力
が
低
下
し
て
い
る

病
人
は
、
如
何
な
る
名
医
、
良
薬
を

以
て
し
て
も
助
け
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
。

★
治
療

の
選
択

病
気
の
治
療
法
と
い
う
と
、
薬
物

療
法
と
手
術
療
法
し
か
な
い
と
思
い

込
ん
で
い
る
人
は
決
し
て
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
人
は
適
当

な
薬
が
な
く
手
術
も
出
来
な
い
と
聞

く
と
、
治
療
法
は
な
い
と
決
め
付
け

て
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
薬
と
手
術
は

過
信
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
部
分
の

薬
物
療
法
は
対
症
療
法
に
過
ぎ
ま
せ

ん
し
、
病
巣
部
を
切
り
取
る
手
術
療

法
も
万
止
む
を
得
ぎ
る
場
合
を
除
い

て
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

病
気
に
苦
痛
は
付
き
物
で
す
が
、

多
く
は
原
因
か
ら
治
す
効
果
的
な
治

療
法
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
対
症
療

法
が
行
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
風
邪
と

診
断
さ
れ
て
風
邪
薬
を
貰
い
症
状
が

軽
快
し
て
も
、
治
す
の
は
自
身
の
体

力
で
あ

っ
て
風
邪
薬
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
し
て
薬
は

一
歩
間
違
え
る
と

薬
害
で
苦
し
む
羽
目
に
な
り
ま
す
。

中
で
も
現
在
広
く
使
わ
れ
て
い
る
副

腎
皮
質

ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
の
対

症
的
効
果
は
、
皮
膚
病
か
ら
リ
ウ
マ

チ
や
喘
息
に
至
る
ま
で
、
瞬
時
に
し

て
無
症
状
に
す
る
ほ
ど
で
す
。
し
か

し
原
疾
患
を
治
さ
な
い
上
、
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
重
篤
な
副
作
用
を
起

こ
す
た
め
使
わ
な
い
方
が
良
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
他
の
薬
剤
の
遠
く

及
ば
な
い
効
果
が
あ
る
た
め
今
で
も

可
成
り
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

手
術
の
乱
用
も
戒
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
現
今
、
癌
の
早
期
発
見
、

早
期
手
術
が
強
調
さ
れ
る
あ
ま
り
、

他
の
良
性
疾
患
の
手
術
を
急
ぎ
過
ぎ

て
後
悔
す
る
人
は
沢
山
い
ま
す
。
し

か
し
殆
ど
の
手
術
は
寧
ろ
晩
期
手
術

で
十
分
で
す
。

光
線
療
法
は
薬
物
療
法
や
手
術
療

法
と
は
根
本
的
に
異
な
り
身
体
か
ら

治
す
治
療
法
で
す
。
光
線
は
自
然
治

癒
力
を
高
め
ま
す
が
、
こ
こ
に
光
線

療
法
の
真
骨
頂
が
あ
り
万
病
に
使
え

る
根
拠
が
あ
り
ま
す
。

☆
家
庭
で
出
来
る
光
線
療
法

家
庭
療
法
と
し
て
普
及
す
る
条
件

は
、
簡
便
か
つ
安
全
で
、
普
通
の
人

な
ら
誰
で
も
操
作
で
き
、
使
用
に
伴

う
弊
害
は
な
く
、
確
か
な
効
果
が
あ

る
こ
と
で
す
。

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
の
使
用
法
は

簡
単
至
極
で
特
別
の
技
巧
は
要
り
ま

せ
ん
し
、

「
光
線
療
法
学
」
を
参
考

に
す
れ
ば
普
通
の
人
な
ら
直
ぐ
使
え

ま
す
。
ま
た
光
線
の
物
理
的
特
性
は

太
陽
光
線
と
全
く
同
じ
で
す
か
ら
、

日
光
浴
を
楽
じ
め
る
人
な
ら
安
心
じ

て
使
え
ま
す
。

加
え
て
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
の
健

康
法
を
兼
ね
た
自
然
療
法
と
し
て
の

特
質
を
最
大
限
に
引
き
出
す
に
は
、

毎
週
少
な
く
と
も
２
１
３
回
照
射
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
不
時
の

病
気
の
際
に
何
時
で
も
使
う
た
め
に

は

一
台
常
備
し
て
置
く
と
重
宝
で
す
。

そ
れ
に
使
う
時
に
は
時
間
と
場
所
と

人
手
が
要
り
ま
す
が
、
他
人
を
煩
わ

さ
ず
に
全
て
自
分
で
間
に
合
わ
せ
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
こ
れ
が
家
庭
療

法
と
し
て
サ
ナ
モ
ア
が
普
及
し
た
理

由
で
す
。

将
来
的
に
は
私
た
ち
の
日
常
生
活

か
ら
太
陽
は
益
々
遠
ざ
か
り
ま
す
か

ら
、
健
康
面
か
ら
も
意
識
的
に
光
線

を
浴
び
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

近
時
、
疾
病
治
療
に
於
け
る
光
線
の

意
義
を
認
め
て
下
さ
る
方
は
著
し
く

増
加
し
、
昭
和
７
年
に
東
京
光
線
療

法
研
究
所
を
設
立
し
た
頃
に
比
べ
れ

ば
、
正
に
驚
異
的
と
思
え
る
普
及
を

見
る
に
至
り
ま
し
た
。

―薬の不足は病気の原因にならないが

光線の不足は病気の原因になる一

医学博士 [宇者51宮  洸:[明

抗
力
が
あ
る
か
否
か
に
関
係
し
ま

す
。骨
が
脆
く
な
る
の
は
カ
ル
シ
ウ
ム

の
不
足
が
原
因
と
思

っ
て
い
る
人
は

沢
山
い
ま
す
。
く
る
病
、
骨
軟
化
症
、

骨
粗
縣
症
の
原
因
が
、
も
し
も
単
に

食
事
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
足
り
な

い

（外
因
）
だ
け
だ
と
し
た
ら
、
こ
れ

ら
の
疾
患
は
カ
ル
シ
ウ
ム
を
与
え
れ

っ
て
い
ま

す
。
例
え

ば
感
染
症

の
場
合
、

細
菌
や
ウ

ィ
ル
ス
の

よ
う
な
「外

因
」
に
接

し
て
も
罹

る
人
と
罹

ら
な
い
人

が
あ
る
の

は
、
偏
に

「
内
因
」

と
し
て
の

身
体

の
抵
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十
手
モ
ア
に
よ
る
膝
関
節
障
害
の
治
療
に
つ
い
て

前
回

（本
紙
２４２
号
）、
「
サ
ナ
モ
ア

に
よ
る
肩
関
節
障
害
の
治
療
に
つ
い

て
」
述
べ
た
が
、
今
回
は
膝
関
節
障

害
の
成
因
に
関
す
る
考
察
に
加
え
、

そ
の
治
療
成
績
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

１
．
膝
関
節

の
機
能

人
が
立

っ
て
歩
く

の
に
必
要
な
骨

盤
を
支
点
と
し
た
股
関
節
、
膝
関
節
、

足
関
節
は
、
皆
実
に
巧
妙
に
設
計
さ

れ
て
お
り
、
人
間
が
何
十
年
と
云
う

風
雪
に
耐
え
乍
ら
生
き
る
の
に
撓
ま

ぬ
貢
献
を
し
て
い
る
。
し
か
し
彼

の

有
名
な
米
国
カ
イ
ザ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク

の
カ
リ
エ
ッ
ト
博
士
が
述

べ
て
い
る

ご
と
く
、

「
膝
は
人
体

の
中
で
構
造

的
、
機
能
的
に
極
め
て
複
雑
な
関
節

で
、
二
本
足
で
歩
く
人
間
の
膝
は

一

生

の
間
毎
日

の
よ
う
に
ス
ト
レ
ス
や

損
傷
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
、

膝

の
関
節
障
害
は
あ
ら
ゆ
る
筋
骨
格

系

の
障
害

の
う
ち
発
生
率
は
最
も
高

い
」

の
で
あ
る
。
ま
た
藤
原
　
知
博

士
は
著
書

「
運
動
生
理
学
」
で

「
身

体
運
動
に
於
い
て
膝
関
節
は
重
心
線

の
推
移
に
抗
し
、
そ
れ
を
安
定
的
正

常
位
に
保
つ
よ
う
仕
組
ま
れ
て
い
る
」

と
記
し
、
膝
関
節
に
無
理
な
外
力
を

か
け
な
い
た
め
に
は
、
重
心
を
正
し

く
三
分
し
て
身
体
の
平
衡
を
保
つ
よ

う
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し

た
。２
．
膝
関
節
疾
患

の

原
因
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、
外
傷

（打
撲
、
脱
臼
、

靭
帯
断
裂
、
骨
折
等
）、
リ
ウ
マ
チ
、

腫
瘍
等
に
よ
る
も
の
は
除
外
し
、
身

体
の
平
衡
、
即
ち
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
が

膝
関
節
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
言

及
す
る
。

日
頃
実
際
に
経
験
す
る
殆
ど
の
患

者
は
、
何
時
と
は
な
し
に
膝
が
痛
く

な
り
、
次
い
で
次
第
に
悪
化
し
て
痛

み
の
た
め
に
関
節
の
動
き
が
制
限
さ

れ
る
。
ま
た
炎
症
が
高
度
に
な
る
と

関
節
内
に
水

（関
節
液
）
が
溜
る
よ

う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は

口
県
　
井

川

カ
イ

ロ
プ

ラ
ク

イ

ッ
ク
光
線
療

法
研
究
所

山一二艦情

歩
行
が
困
難
に
な
り
、
正
座
も
出
来

一は
アヽ

は^
′り
。

こ
れ
ら
の
患
者
を
問
診
す
る
と
、

過
去
か
現
在
か
に
必
ず
腰
が
悪
か

っ

た
こ
と
に
気
付
く
ｃ
而
し
て
膝

の
痛

み
具
合
は
、
大
別
し
て
次

の
二

つ
の

型
が
あ
る
。

田
　
初
め
は
右

（又
は
左
）
で
、

そ
れ
が
或
る
時
期
に
自
然
に
治

り
、
今
は
反
対
側
が
痛
い
。

唸
　
片
側
の
み
痛
い
。

一
般
的
に
田
は
慢
性
化
し
て
お
２

腰
痛
を
含
め
治
る
ま
で
時
間
が
か
か

る
の
に
対
し
、
②
は
急
性
型
が
多
く

比
較
的
短
時
間

で
治
る
場
合
が
多

い
。靭
、
患
者
を
触
察
す
る
と
、
図
Ａ
、

図
Ｂ
に
示
し
た
よ
う
に
重
心
線

（体

図A(伏臥位 ) 図 B(伏臥位)   …‐

重

1心 ∵

哺繊
・…………… 見かけ上の脚長が異なる。………………

i奇

腸骨．は嚇

膝関節

牌

[

順

序 部位

カーボン
姿 勢 目 的

時間

1 仙骨部

Ａ Ｂ

又

Ｂ Ｂ

15分 則臥位

患部 (腰、膝)の痛みを和 らげ、

血液の循環を良くし、重心の偏

向による疲労を早期に回復させ

る。

2

膝関節

1)外側

2)内側

Ａ Ａ

又

Ｂ Ｃ
各10分

腰推|け

た姿勢

(図 C

参照 )

骨膜 (関節包)や P‐n節軟骨 (半
月板)の炎症を鎮め、損傷を修

負し、速やかに腫脹を取り除く。

奇子に腰lllけ、両足をダラリと

下げた状態で照射する.

膝関節

3)後 部

Ｂ Ｃ

又

Ａ Ａ

崎
榔
吟

１

王

１

後部は軟部組織で被われている

ために光線が・●・過し易く、消炎

鎮痛に効果的である。なお内11

半月板が損傷を受け易いので (内

側に圧痛がある)、 集光器は内側

に向けるとよい。

3 足 首 10分

仰臥位

又

腰掛け

た姿勢

漆F‐B節 に異常に貯留した関節液

の吸収を促進する。

表

重
）
の
流
れ
が
ど
ち
ら
か
の
膝
関
節

を
圧
迫
す
る
、
即
ち
ア
ラ
イ
メ
ン
ト

（
平
衡
）
の
異
常
が
観
察
さ
れ
、
こ

れ
が
膝
関
節
障
害
の
原
因
に
係
わ

っ

て
い
る
。
な
お
、
田
の
場
合
は
悪
い

ほ
う
を
庇
う
代
償
作
用
で
気
付
か
ぬ

う
ち
に
反
対
側
を
痛
め
て
い
る
例
が

従

っ
て
、
治
療
に
際
し
て
重
要
な

こ
と
は
、
仙
骨
の
中
心
を
正
中
線
に

一戻
す
の
は
勿
論
の
こ
と
、
骨
盤
が
傾

く
よ
う
な
動
作
、
例
え
ば
横
座
り
や

左
右
ど
ち
ら
か

一
方
向
に
腰
を
振
る

運
動

（ゴ
ル
フ
等
）
や
長
時
間
左
右

ど
ち
ら
か
に
体
重
を
か
け
る
立
仕
事

な
ど
を
し
た
後
に
は
、
反
対
に
矯
正

す
る
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
両
方
の
関
節
を
平
等
に

広
げ
る
運
動
、
例
え
ば
入
浴
時
に
固

く
絞

っ
た
タ
オ
ル
を
膝
の
後
面
に
し

っ
か
り
と
は
さ
み
込
み
体
重
を
か
け

乍
ら
ゆ

っ
く
り
曲
げ
る
こ
と
は
、
常

に
体
重
に
よ
り
圧
迫
さ
れ
て
い
る
関

節
面
を
広
げ
る
こ
と
に
な
り
有
効
な

配
慮
で
あ
る
。（八
ペ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く
）

内側から     外倶1か ら
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（七
ぺ
！
ジ
か
ら

つ
づ
く
）

３
．
サ
ナ

モ

ア
の

効

果

と
治

験

例

膝
関
節
疾
患
に
対
す
る
サ
ナ
モ
ア

の
照
射
法
を
表
１
に
ま
と
め
た
が
、

目
的
に
合
わ
せ
、
順
序
よ
く
実
施
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
カ
ー
ボ
ン

は
局
所
の
腫
脹
の
程
度
に
よ
り
選
択

し
、
取
り
替
え
て
は
効
果
を
み
る
。

ま
た
照
射
部
位
は
図
Ｃ
に
示
し
た
。

押
し
並
べ
て
膝
が
悪
い
人
は
、
早

く
治

っ
て
社
会
復
帰
し
た
い
と
云
う

が
、
歩
き
な
が
ら
治
療
す
る
の
だ
か

ら
相
当
の
根
気
と
辛
抱
が
要
る
こ
と

は
云
う
迄
も
な
い
。
し
か
し
１
年
間

毎
週
の
よ
う
に
水
を
抜
い
て
い
た
７４

歳
の
老
人
を
始
め
、
よ
く
辛
抱
し
て
サ

ナ
モ
ア
の
恩
恵
で
完
全
に
治
癒
し
た

人
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
程
あ
る
。

今
回
は
治
験
例
と
し
て
急
に
膝
関

節
痛
を
起
こ
し
た
小
児
の
２
例
を
報

告
す
る
。

日田
園
凧
Ⅲ
国
‐‐
歳
（小
学
５
年
生
）。

昨
年
１０
月
に
突
然
膝
の
痛
み
を
訴

え
‐６
日
間
体
学
し
た
。
こ
の
間
五

つ

の
病
院
を
受
診
し
た
。

Ａ
病
院

¨
単
な
る
成
長
痛
と
診
断
、

検
査
に
は
異
常
を
認
め
な
い
と
の
こ

Ｌ
ｃ
。Ｂ
病
院

¨
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
血
液
検

査
の
結
果
、
骨
肉
腫
を
疑
わ
れ
Ｃ
病

院
を
紹
介
さ
れ
た
。

Ｃ
病
院

¨
再
検
査
で
骨
肉
腫
は
否

定
さ
れ
た
が
、
患
者
は
激
痛
で
夜
も

眠
れ
な
い
。

Ｂ
病
院

“
再
び
Ｂ
病
院
で
両
膝
に

痛
み
止
め
の
注
射
を
し
た
が
、
痛
み

が
止
ま
ら
な
い
。

Ｄ
病
院

¨
腰
と
膝
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
を
受
け
た
が
異
常
な
し
。

Ｅ
病
院

¨
Ｄ
病
院
か
ら
紹
介
さ
れ

受
診
し
た
が
、
こ
の
ま
ま
様
子
を
見

よ
と
の
診
断
。

以
上
の
経
過
を
辿
る
も
膝
の
激
痛

は

一
向
に
改
善
せ
ず
、
途
方
に
暮
れ

て
い
た
と
こ
ろ
当
所
を
紹
介
さ
れ
た
。

な
お
初
回
来
院
時
、
痛
み
の
た
め
治

療
台
に
自
力
で
上
が
れ
な
い
状
態
で

あ

っ
た
。

本
例
は
前
記
要
領
で
治
療
し
た
結

果
、
２
回
目
に
は
概
ね
痛
み
が
と
れ
、

１
カ
月
で
完
治
、
今
は
元
気
に
通
学

し
て
い
る
。

口
旧
園
園
Ｈ
国
６
歳
、
男
児
。

川
崎
病
で
入
院
加
療
中
に
右
膝
関

節
の
腫
脹
、
疼
痛
を
訴
え
、
歩
行
困

難
と
な
る
。
そ
の
た
め
寝
台
で
砂
袋

を
用
い
て
右
足
の
牽
引
を
し
た
が
良

く
な
ら
ず
、
膝
の
腫
脹
、
疼
痛
は
あ

っ
た
が
、
川
崎
病
が
落
ち
着
い
た
の

で
退
院
し
た
。

通
院
後
に
膝
の
治
療
を
希
望
し
て
、

痛
み
の
た
め
び

っ
こ
を
引
き
な
が
ら

（跛
行
）
来
院
し
た
。

本
例
は
週
に
１
回
治
療
し
た
が
、

２０
日
後
に
は
ほ
ぼ
完
全
に
治
り
、
今

は
野
球
に
熱
中
し
て
い
る
。

夫
れ
夫
れ
の
家
庭
で
は
サ
ナ
モ
ア

を
購
入
し
、
現
在
愛
用
さ
れ
て
い
る
。

４
．
お

わ

り

に

私
は
膝
関
節
障
害

の
治
療
に
当
た

っ
て
、
両
足
に
か
か
る
体
重

の
バ
ラ

ン
ス
を
均
等
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
確
信
し
、
常

に
関
連
域
の
角
度
や
広
さ
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
患
者
に
も
関
心
を
持

つ
よ
う

教
育
と
指
導
を
し
て
き
た
。
そ
の
上

で
、
血
液
の
循
環
を
促
し
、
神
経
を

再
生
し
、
炎
症
を
鎮
め
、
筋
力
を
回

復
さ
せ
る
、
サ
ナ
モ
ア
は
こ
の
治
療

目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
私
の
カ
イ

ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
治
療
と
表
一暴

一

体
と
な

っ
て
、
実
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
多
く
の
患
者
を
救

っ
て
き
た
。

そ
れ
は
正
に
陰
と
陽
の
存
在
と
云

っ

て
も
過
言
で
な
い
。

完
全
に
治
癒
し
た
多
く
の
方
々
が

サ
ナ
モ
ア
に
感
謝
し
、
異
口
同
音
に

「本
当
に
助
か
り
ま
し
た
」
と
云
う
。

足
と
云
う
字
は
口
を
止
め
る
と
書
く

が
、
歩
く
こ
と
は
生
き
る
こ
と
と
同

じ
意
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
生
き

る
希
望
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
ｃ

私
は
そ
れ
に
ほ
ん
の
少
し
手
助
け
し

た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
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で
は
、
会
員

希
望
者
は
、
左 を
記 募
宛 集
御 し
申 て
込 お
み り
下 ま
さ す
い  °
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